
分離分割発注と取り抜けの適用例

入札番号 第１号 第２号 第３号 第４号 第５号 第６号

業種 建築 建築 建築 管 管 管

A社 ◎ 無効 無効 無効 〇 〇

B社 〇 ◎ 無効 ◎ 無効 無効

C社 〇 〇 〇 〇 ◎ 無効

D社 〇 〇 ◎ 〇 〇 無効

E社 〇 〇 〇 〇 〇 ◎

入札番号 第１号 第２号 第３号 第４号 第５号 第６号

業種 建築 建築 建築 管 管 管

A社 落札候補者 無効 無効 無効 〇 〇

B社 〇 落札候補者 無効 落札候補者 無効 無効

C社 〇 〇 〇 〇 落札候補者 無効

D社 〇 〇 落札候補者 〇 〇 無効

E社 〇 〇 〇 〇 〇 落札候補者

【最終結果】

①案件１と案件４、案件２と案件５、案件３と案件６はそれぞれ分離分割発注対象工事

②案件１～３、案件４～６はそれぞれ取り抜け対象工事

【開札条件】

第６号については、第４号の落札候補者となったB社および５号の落札候補者となったC社が取り抜

け対象となるため、B社、C社の入札書をあらかじめ無効とし、さらに、分離分割発注に該当する第

３号の落札候補者となっているD社も落札候補者となれないことから、D社の入札書も無効とし、抽

選を行う。

第４号については、A社は、第１号の落札候補者となっており、分離分割発注に該当する第４号の落

札候補者となることはできないので、あらかじめA社の入札書を無効とし、抽選を行う。

第５号については、第４号の落札候補者となったB社が取り抜け対象となるため、B社の入札書をあ

らかじめ無効とし、抽選を行う。

第１号～第３号は、取り抜けが適用され、落札候補者となった業者が後に開札する案件で抽選対象

となった場合に、あらかじめその業者の入札書を無効とし、抽選を行う。

※全件抽選を想定。〇：抽選対象者、◎：当選


